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マイバッグ、持って

きんさったかなー？

もちろん

持ってきたでな♪

２
月
か
ら
市
内
店
舗
で
レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
が
終
わ
り
ま
す

特
集 
い
い
ね
！

　
　

マ
イ
バ
ッ
グ

表紙写真
　１月２日の成人式。「レ
ジ袋無料配布中止のＰＲ
写真を撮りたいのです
が」と新成人にお願いし
たら、快く引き受けてく
れました。３人娘に感謝
です。

　

２
月
１
日
、江
津
市
は
新
た
な
時
代
を
迎
え
ま
す
。
と

言
っ
た
ら
大
げ
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、変
化
す
る
の
は

確
か
で
す
。
市
内
の
50
店
舗
で
、レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
が

終
わ
り
ま
す
。

　

な
ぜ
無
料
配
布
が
終
わ
る
の
？
そ
れ
は
、あ
な
た
が
地

球
に
優
し
い
、素
敵
な
生
活
を
送
る
た
め
に
で
す
。
買
い

物
の
時
に
は
レ
ジ
袋
は
受
け
取
ら
ず
、マ
イ
バ
ッ
グ
を
お

忘
れ
な
く
。
そ
れ
だ
け
で
「
い
い
ね
！
」と
思
え
る
生
活

が
待
っ
て
い
ま
す
。

え
え
こ
と
だ
け
え

　

昨
年
12
月
28
日
、桜
江
町
谷
住
郷
の
湯
浅
商

店
に
取
材
に
伺
い
ま
し
た
。
同
商
店
は
レ
ジ

袋
無
料
配
布
中
止
の
参
加
店
舗
で
す
。

　

お
店
を
切
り
盛
り
す
る
湯
浅
幾
枝
さ
ん
は

無
料
配
布
中
止
を
前
に
、マ
イ
バ
ッ
グ
を
利
用

す
る
よ
う
買
い
物
客
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

「
そ
り
ゃ
あ
、え
え
こ
と
だ
け
え
ね
え
。
皆
さ

ん
に
言
い
ま
せ
ん
と
。
今
の
と
こ
ろ
（
昨
年

12
月
）お
客
さ
ん
の
う
ち
７
割
程
度
が
マ
イ
バ

ッ
グ
を
持
っ
て
き
ち
ゃ
ん
さ
い
ま
す
。
２
月

に
向
け
て
、常
連
さ
ん
た
ち
に
も
知
ら
せ
と
る

と
こ
で
す
」。
寒
さ
厳
し
い
冬
も
、ス
ト
ー
ブ

に
あ
た
り
な
が
ら
お
客
さ
ん
と
マ
イ
バ
ッ
グ

談
義
。「
会
話
が
元
気
の
素
」と
話
す
湯
浅
さ

ん
。
マ
イ
バ
ッ
グ
も
元
気
に
ひ
と
役
買
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
「
ご
め
ん
く
だ
さ
い
」。
買
い
物
に
訪
れ
た

の
は
、近
く
に
住
む
早
弓
松
子
さ
ん
。
食
料
品

な
ど
を
購
入
し
、取
り
出
し
た
の
は
マ
イ
バ
ッ

グ
。「
買
い
物
の
時
に
は
い
つ
も
携
帯
し
と
り

ま
す
」。
随
分
前
か
ら
続
け
て
い
る
と
の
こ

と
。「
だ
け
え
、無
料
じ
ゃ
の
う
て
も
気
に
な

ら
ん
で
す
ね
。
た
だ
、た
ま
に
マ
イ
バ
ッ
グ
を

忘
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
け
え
、気
を
つ
け
る
の

に
ち
ょ
う
ど
え
え
か
も
し
れ
ん
で
す
ね
」。
早

弓
さ
ん
は
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　
「
マ
イ
バ
ッ
グ
を
使
う
と
気
持
ち
も
楽
に
な

り
ま
す
」（
早
弓
さ
ん
）。
マ
イ
バ
ッ
グ
を
用

意
す
る
の
は
一
手
間
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、そ

の
一
手
間
が
ち
ょ
っ
と
し
た
幸
福
感
を
も
た

ら
し
ま
す
。

買い物をしながら会話に花を咲かせる湯浅さん（左）と早弓さん（右）
お持ち帰りはもちろんマイバッグで（桜江町谷住郷の湯浅商店）

特集：いいね！マイバッグ
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日
々
の
買
い
物
で

マ
イ
バ
ッ
グ
を
使

う
。
小
さ
な
こ
と
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

続
け
る
こ
と
で
「
い

い
ね
！
」と
思
え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

　

こ
こ
で
は
４
つ
の
「
い
い
ね
！
」を
紹
介

し
ま
す
。
こ
れ
で
あ
な
た
も
マ
イ
バ
ッ
グ

を
使
う
の
が
楽
し
く
な
る
？

マ
イ
バ
ッ
グ
の
生
活

４
つ
の

「
い
い
ね
！
」

いいね！① ゴミのダイエット

１人あたりのレジ袋の使用枚数は年間 240
枚！江津市全体では約 624 万枚に上り、

重さにすると約 62 トンにもなります。そのほとん
どがゴミとして処分されます。
　レジ袋の使用が減れば、その分ゴミも減ります。

いいね！② 守るぞ！石油資源

レジ袋を１枚生産するのには石油 18.3 ㍉㍑
が必要です。江津市全体の年間レジ袋使

用枚数で見ると、約 114 ㌔㍑の石油を消費していま
す。ドラム缶で 570 本にもなります。
　マイバッグを使うと、限りある石油資源を守るこ
とにもなります。

いいね！③ 防ぐぞ！地球温暖化

60グラム。レジ袋１枚を生産・焼却するのに
排出される二酸化炭素の量です。江津市で

は年間約 374 トン排出していることになります。
374 トンの二酸化炭素を吸収するのには、杉の大木
が 26,720 本も必要です。
　レジ袋の使用を減らせば、二酸化炭素の排出を減
らし、地球温暖化を食い止めることにつながります。

いいね！④ エコ生活で気持ちも軽く

マイバッグを使うことは、すぐ簡単にできる
環境保護活動です。「地球環境を守って

いる」と身近に実感できれば、気持ちも軽くなりませ
んか？

マイバッグを使うことは、美しい地球を
守ることにもつながります
　（写真提供：壁紙宇宙館）

湯浅商店の湯浅侃さん・
幾枝さん夫妻

マイバッグ普及率を 90％以上に

江津市地球温暖化
対策推進協議会
会長　村川立美

特集：いいね！マイバッグ

　

江
津
市
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
協
議
会

（
温
対
協
）は
、住
民
レ
ベ
ル
で
環
境
保
護
を

進
め
る
た
め
に
、平
成
21
年
９
月
に
結
成
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
19
人
の
委
員
で
構
成
し
、

マ
イ
バ
ッ
グ
推
進
の
啓
発
に
努
め
て
い
る
ほ

か
、緑
の
カ
ー
テ
ン
普
及
や
温
暖
化
防
止
標

語
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
中
止
は
、島
根
県
内

で
は
、平
成
21
年
に
出
雲
市
が
最
初
に
実
施

し
ま
し
た
。
以
降
そ
の
流
れ
は
加
速
し
、江

津
市
は
県
内
の
市
で
７
番
目
に
無
料
配
布
を

中
止
し
ま
す
。
参
加
店
舗
数
は
50
店
舗
で
、

県
内
の
自
治
体
で
は
最
多
で
す
。
ス
ー
パ
ー

だ
け
で
な
く
個
人
商
店
に
も
多
く
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

市
内
の
店
舗
で
調
査
し
た
と
こ
ろ
、マ
イ

バ
ッ
グ
を
使
用
す
る
割
合
は
約
50
％
で
し

た
。
２
月
の
無
料
配
布
中
止
を
き
っ
か
け

に
、普
及
率
が
90
％
以
上
に
な
る
よ
う
、啓
発

活
動
に
力
を
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、買
い
物
の
際
に
は
財
布
と
一
緒
に

マ
イ
バ
ッ
グ
を
お
忘
れ
な
く
！

参加店舗（４６事業者５０店舗）　≪ 50 音順≫

都野津・二宮地区
●小川商店

●キヌヤ都野津店

●キヌヤ二宮店

敬川・波子地区
●今中屋商店　●太田商店

●大村商店　●浜岡屋商店

●山大商店

跡市・有福地区
●寺本商店　●浜本商店

●森口酒店

渡津・浅利・黒松地区
●キヌヤ渡津店　　●黒松店舗

●坂本商店　●住京蒲鉾黒松店

●タナスあさり店　●渡辺酒店

江津・嘉久志・和木地区
● A コープごうつ店　●エスポアたびら

●グリーンモール

（グリーンフード・肉のこごし・はなおか・

　リカーショップみなみやま）　

●小林酒店　●武田酒店　

●ファミリーマートカクシ　●盆子原商店　

●ホンダ薬店　　●万葉亭　●南山酒店　

●やじん商店　　●山田食料品店

レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
中
止  

参
加
事
業
者

都治・波積地区
●田畑商店　●二上商店

●二段商店　●ふなつ商店

●若鶴酒販

松川地区
●スーパー山下市村店

●永井酒店

桜江地区
● A コープさくらえ店

●かどや商店　　●江津屋酒店

●島根おおち　市山店・川越店

●住江ふれあい市　●田平酒店

●松田酒店　　●松田商店　　

●ラブリィふなつ　●湯浅商店

～
平
成
24
年
２
月
１
日
か
ら
～

このノボリが目印です

レジ袋削減キャラクター

エーコさん
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所
得
税
の
確
定
申
告

　

所
得
税
は
、
あ
な
た
自
身
が
所
得
や
税
額

を
計
算
し
、
納
付
す
る
申
告
制
度
と
な
っ
て

い
ま
す
。
正
し
く
計
算
し
、
申
告
と
納
税
は

期
限
内
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

◎
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

①
平
成
23
年
中
の
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得

な
ど
の
所
得
金
額
の
合
計
が
、
基
礎
控
除
、

配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
、
そ
の
他
の
所

得
控
除
の
合
計
額
を
越
え
る
人

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
給
与
の
年
収
が
２
千
万

円
を
越
え
る
人
や
、
給
与･

退
職
所
得
以

外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
る
人
、
２
カ

所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
場
合

で
、
従
た
る
給
与
の
収
入
と
他
の
所
得
の

合
計
が
20
万
円
を
越
え
る
人
、
源
泉
徴
収

が
行
わ
れ
な
い
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
人

譲
渡
所
得
、
青
色
申
告
、
消
費
税
・

相
続
税
・
贈
与
税
の
申
告
を
さ
れ

る
人
は
、
浜
田
税
務
署
へ

◎
浜
田
税
務
署
の
申
告
会
場
は
、

「
石
央
文
化
ホ
ー
ル
」
で
す
。

◎
申
告
会
場
開
設
日

　

２
月
１
日
（
水
）
～
３
月
15
日
（
木
）

（
土
・
日
・
祝
日
は
開
設
し
て
い
ま
せ
ん
）

◎
開
設
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
電
子
申
告
（
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
）
に
よ
る
申
告
も

で
き
ま
す
が
、
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
浜
田
税
務
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
申
告
会
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
公
共
交
通
機
関
等
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。（
な
お
、
会
場
周
辺
の
駐
車
場
は
有

料
で
す
。）

※
申
告
会
場
（
石
央
文
化
ホ
ー
ル
）
開
設
中

は
税
務
署
庁
舎
に
は
、
申
告
会
場
を
設
け

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
申
告
書
の
送
付
先
や
電
話
で
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、浜
田
税
務
署
（
℡
０
８
５
５-

２
２-

０
３
６
０
）ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

年
金
所
得
者
の
申
告
手
続
き
が

簡
素
化
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、次
の
①

②
の
両
方
に
該
当
す
る
場
合
、所
得
税
の
確

定
申
告
書
の
提
出
は
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

①
そ
の
年
中
の
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が

４
０
０
万
円
以
下

②
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得

金
額
が
20
万
円
以
下
、

(

注)

１ 

医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
な
ど
、

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

２ 
公
的
年
金
等
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万

円
以
下
で
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
提
出

を
要
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、市
・
県

民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

■問
浜
田
税
務
署

℡
０
８
５
５
（
２
２
）
０
３
６
０

　

今
年
も
、
市
・
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
料
な
ど
の
申
告
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
申
告
は
、
あ
な
た
の
昨
年
１
年
間
の
総
決
算
で
あ
り
、
市
・
県
民
税
の
額
、
国
民
健

康
保
険
料
な
ど
が
決
ま
る
大
切
な
も
の
で
す
。

　

市
税
務
課
で
は
、
９
ペ
ー
ジ
の
表
の
日
程
で
出
張
相
談
を
行
い
ま
す
。（
申
告
書
の
提
出

は
郵
送
で
も
結
構
で
す
）

市
・
県
民
税
の
申
告

　

平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
で
、
市
内
に
住

所
の
あ
る
人
は
、
原
則
と
し
て
市
・
県
民
税

の
申
告
書
を
市
役
所
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
次
の
人
は
申
告
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

①
平
成
23
年
分
所
得
税
の
「
確
定
申
告
書
」

を
税
務
署
へ
提
出
す
る
人

②
会
社
か
ら
「
給
与
支
払
報
告
書
」
が
市
役

所
へ
提
出
さ
れ
て
い
る
人
で
、
給
与
以

外
に
収
入
の
な
い
人

◎
申
告
に
必
要
な
も
の

①
申
告
書
、
印
鑑

②
給
与
所
得
者･

年
金
受
給
者
は
、
源
泉
徴

収
票
（
本
人
と
配
偶
者
分
）

③
営
業
等
事
業
を
営
む
人･

農
業
を
さ
れ
る

人
は
、
収
入
金
額
や
必
要
経
費
等
の
計

算
資
料

④
生
命
保
険
等
の
満
期
保
険
金
や
解
約
一
時

金
を
も
ら
っ
た
人
は
、
そ
の
明
細
書

⑤
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書

⑥
国
民
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料
・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
額
が
わ
か

る
も
の
、
そ
の
他
の
社
会
保
険
料
の
領

収
書
な
ど

⑦
生
命
保
険
料･

地
震
保
険
料
等
の
支
払
証

明
書

⑧
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、

病
院･

施
設
等
が
発
行
す
る
領
収
書
、
生

命
保
険
等
か
ら
給
付
金
を
も
ら
っ
て
い

れ
ば
そ
の
明
細
書

国
民
健
康
保
険
料
を
決
め
る

所
得
申
告

　

こ
の
申
告
で
、
平
成
24
年
度
の
国
民
健
康

保
険
料
が
決
ま
り
ま
す
。

◎
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

①
所
得
税
の
確
定
申
告
、
市
・
県
民
税
の
申

告
を
し
な
い
人

②
土
地･

建
物
の
売
却
、
公
共
事
業
な
ど
で

資
産
の
収
用
を
受
け
た
人
で
、
所
得
税
の

確
定
申
告
の
必
要
が
な
い
人

③
収
入
が
な
か
っ
た
人
（
保
険
料
が
軽
減
さ

れ
ま
す
）

◎
申
告
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
申
告
書
、
収
入
金
額
や
必
要
経
費

な
ど
を
計
算
で
き
る
資
料
、
年
金
受
給
者
は

源
泉
徴
収
票

■問
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

（
内
線
１
１
１
４
）

申
告
の
際
の
お
願
い

　

所
得
税
の
確
定
申
告
や
市
・
県
民
税
の
申

告
を
さ
れ
る
場
合
に
一
時
所
得
、
小
額
の
給

与
や
報
酬
、
個
人
年
金
等
の
雑
所
得
の
申
告

を
忘
れ
が
ち
で
す
。

　

申
告
さ
れ
る
場
合
に
は
す
べ
て
の
資
料
を

そ
ろ
え
て
申
告
漏
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。 □問    

税
務
課　

市
民
税
係

(

内
線
１
２
１
３)

　平成 23 年分の確定申告を本人の電子署名及び電子証明書を付して、申告期限内に
e‐Tax で行うと、所得税額から最高 4,000 円の控除を受けることができます（前年ま
での確定申告でこの控除を受けた人は、受けられません。）。

１．最高 4，０００円の税額控除が受けられます。

２．添付書類の提出等が省略できます。
　医療費の領収書や源泉徴収票等は、その記載内容を入力して送信することにより、
提出又は提示を省略することができます（確定申告期限から５年間、書類の提出又は
提示を求められることがあります。）。

ｅ -Ｔａｘなら

ｅ－Ｔａｘには、こんな特典があります！

※ e-Tax をするためには、住民基本台帳カード（電子証明書入り）が必要です。
　市役所市民生活課で手続きを行ってください（20 ページに関連記事があります）。

東日本大震災で寄附をされた皆さんへ
　個人の方が寄附金・義援金を支出した場合、

◎国又は著しい被害が生じた地方公共団体に対する寄附金
◎日本赤十字社や社会福祉法人中央共同募金会に対し、
「東日本大震災義援金」として直接支出した寄附金
◎財務大臣が指定する寄附金

など一定のものであるときは、「震災関連寄附金」（特定寄
付金）に該当し、寄附金控除の対象となります。

　また、震災関連寄附金のうち、認定 NPO 法人や
中央共同募金会が東日本大震災に関連して被災
者の救援活動等のために募集する寄附金で一定
のものについては、寄附金控除（所得控除）との
選択により特定震災指定寄附金特別控除（税額
控除）の適用を受けることもできます。
　詳しくは国税庁ホームページで。

www.nta.go.jp　 国税庁 検索

扶養控除の見直し
平成23年分所得税・平成 24年度
市・県民税から適用されます。

①年少扶養親族（年齢 16 歳未満）に対する
扶養控除（所得税 38 万円、市・県民税 33
万円）が廃止されました。

②年齢 16 歳以上 19 歳未満の者に対する扶
養控除について、上乗せ部分（所得税 25
万円、市・県民税 12 万円）が廃止され、
扶養控除の額が所得税 38 万円、市・県民
税 33 万円となります。

※これに伴い、特定扶養親族の範囲が年齢
19 歳以上 23 歳未満の扶養親族となりま
す。

③扶養親族や控除対象配偶者が同居の特別障
害者である場合は、扶養控除又は配偶者控
除の額に所得税 35 万円、市・県民税 23
万円を加算する措置に代えて、同居特別障
害者に対する障害者控除の額が所得税 75
万円、市・県民税 53 万円に引き上げられ
ました。

所
得
の
申
告
相
談
が
は
じ
ま
り
ま
す

所得の申告相談がはじまります　     
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月　日 曜
日

江津地区 桜江地区 江津市役所
受付時間 会場名 受付時間 会場名 受付時間 会場名

2 月 9 日 木 9:30 ～ 12:00 黒松交流センター 9:00 ～ 17:00 第５・６会議室
2 月 10 日 金 9:30 ～ 15:00 長谷公民館 9:00 ～ 17:00 第５・６会議室
2 月 13 日 月 9:30 ～ 12:00 浅利公民館 9:00 ～ 17:00 第５・６会議室
2 月 14 日 火 9:30 ～ 15:00 コミセン研修室 9:00 ～ 17:00 第５・６会議室
2 月 15 日 水 9:30 ～ 15:00 渡津交流館 9:00 ～ 17:00 第５・６会議室
2 月 16 日 木 9:30 ～ 15:00 谷住郷公民館 9:00 ～ 17:00 第５・６会議室
2 月 17 日 金 9:30 ～ 12:00 松川公民館 9:00 ～ 17:00 第５・６会議室
2 月 19 日 日 9:00 ～ 16:00 江津市職員会館
2 月 20 日 月 9:30 ～ 15:00 コミセン研修室 9:00 ～ 17:00 第５・６会議室
2 月 21 日 火 9:30 ～ 15:00 和木公民館 9:00 ～ 17:00 第５・６会議室
2 月 22 日 水 9:30 ～ 15:00 市山公民館 9:00 ～ 17:00 第５・６会議室
2 月 23 日 木 9:30 ～ 15:00 敬川公民館 9:00 ～ 17:00 第５・６会議室
2 月 24 日 金 9:30 ～ 15:00 コミセン研修室 9:00 ～ 17:00 第５・６会議室
2 月 26 日 日 9:00 ～ 16:00 江津市職員会館
2 月 27 日 月 9:30 ～ 12:00 有福温泉公民館 9:00 ～ 17:00 第５・６会議室

2 月 28 日 火 9:30 ～ 15:00 川越生活改善
センター 9:00 ～ 17:00 第５・６会議室

2 月 29 日 水 9:30 ～ 12:00 跡市公民館 9:00 ～ 17:00 第５・６会議室
3 月 1 日 木 9:30 ～ 15:00 コミセン研修室 9:00 ～ 17:00 第５・６会議室
3 月 2 日 金 9:30 ～ 15:00 波子公民館 9:00 ～ 17:00 第５・６会議室
3 月 5 日 月 9:30 ～ 12:00 川平公民館 9:00 ～ 17:00 第５・６会議室
3 月 6 日 火 9:30 ～ 15:00 川越公民館 9:00 ～ 17:00 第５・６会議室
3 月 7 日 水 9:30 ～ 15:00 都治公民館 9:00 ～ 17:00 第５・６会議室
3 月 8 日 木 9:30 ～ 15:00 コミセン研修室 9:00 ～ 17:00 第５・６会議室
3 月 9 日 金 9:30 ～ 12:00 波積公民館 9:00 ～ 17:00 第５・６会議室

3 月 12 日 月 9:30 ～ 15:00 市山公民館 9:00 ～ 17:00 第５・６会議室
3 月 13 日 火 9:30 ～ 15:00 二宮交流館 9:00 ～ 17:00 第５・６会議室
3 月 14 日 水 9:30 ～ 15:00 コミセン研修室 9:00 ～ 17:00 第５・６会議室
3 月 15 日 木 9:30 ～ 15:00 都野津公民館 9:00 ～ 17:00 第５・６会議室

※ことしも江津工業高校でe-TAXによる操作説明会を行います。（住民基本台帳カードが必要です）

◎日時：2月13日（月）9:00～ 16:00　※事前に浜田税務署または江津市税務課に予約が必要です

市
役
所

本
庁
舎

至　浜田 至　大田国道９号

商工
会議所

分庁舎 職員
会館

水道
庁舎

Ａ
コープ

※２月 19 日、26 日のみ江津市職員会館

申告相談日程表
都合の良い会場へお出かけください

申
告
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
．
昨
年
は
失
業
中
で
収
入
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
申
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
．
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
人
は
、収
入
が
無
か
っ
た
旨
の
申
告

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
保
険
料
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、非
課
税
証
明
書
等

が
必
要
な
人
は
、収
入
が
無
か
っ
た
旨
の

申
告
を
税
務
課
に
し
て
い
た
だ
か
な
い

と
、証
明
書
の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん
。

Ｑ
．
昨
年
、
生
命
保
険
の
満
期
金
を

受
け
取
り
ま
し
た
。
税
金
は
ど
う
な

る
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
．
保
険
金
を
受
け
取
る

場
合
、そ
の
保
険
金
が
死
亡

に
よ
る
も
の
、満
期
に
よ
る

も
の
、ま
た
保
険
料
の
負
担

者
に
よ
っ
て
課
税
方
法
が

異
な
り
ま
す
。

　

一
般
的
に
、自
分
が
保
険

料
を
負
担
し
満
期
を
迎
え

保
険
金
を
受
け
取
っ
た
場

合
に
は
、次
の
算
式
に
よ
り

計
算
し
た
金
額
が
一
時
所

得
と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

（
中
途
解
約
の
場
合
も
同

様
）

※
受
け
取
っ
た
保
険
金
よ

り
掛
け
た
保
険
料
が
多
い
場
合
は
課
税
さ

れ
ま
せ
ん
。
但
し
、２
口
以
上
の
保
険
金

を
受
け
取
っ
た
場
合
で
も
、特
別
控
除
は

50
万
円
で
す
。

※
年
金
方
式
で
保
険
金
を
受
け
取
っ
た
場

合
に
は
、そ
の
年
ご
と
の
雑
所
得
と
し
て

課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
申
告
の
際
に
は
、受
取
保
険
金
と
掛
け

た
保
険
料
の
合
計
が
わ
か
る
明
細
書
を
、

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
医
療
費
控
除
が
受
け
ら
れ
る
と

聞
き
ま
し
た
が
？

Ａ
．
自
分
自
身
や
家
族
の
病
気
・
ケ
ガ
等

に
よ
り
支
払
っ
た
医
療
費
、く
す
り
代
、お

む
つ
代
（
※
医
療
機
関
に
よ
る
「
お
む

つ
使
用
証
明
書
」が
必
要
）が
あ
る
場
合
に

は
、次
の
算
式
に
よ
っ
て
計
算
し
た
金
額

を
医
療
費
控
除
と

し
て
所
得
か
ら
差

し
引
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
支
払

っ
た
医
療
費
が
還

付
さ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。）

※
保
険
金
な
ど
で

補
て
ん
さ
れ
る
金

額
と
は
、

①
健
康
保
険
な
ど

か
ら
支
給
を
受
け

る
（
高
額
）療
養

費
・
出
産
育
児
一
時
金
な
ど

②
生
命
保
険
な
ど
の
契
約
に
基
づ
く
、入

院
給
付
金
や
医
療
保
険
金
な
ど

※
領
収
書
は
医
療
等
を
受
け
た
人
ご
と
に

ま
と
め
、平
成
23
年
分
の
合
計
金
額
を
計

算
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る

金
額
は
、そ
の
給
付
の
目
的
と
な
っ
た
医

療
費
の
金
額
を
限
度
と
し
て
差
し
引
き
し

ま
す
の
で
、引
き
き
れ
な
い
金
額
が
生
じ

た
場
合
で
あ
っ
て
も
他
の
医
療
費
か
ら
は

差
し
引
き
ま
せ
ん
。

お
む
つ
使
用
証
明
書
に
つ
い
て

【
確
定
申
告
に
必
要
な
書
類
】

◎
初
め
て
申
請
す
る
人

　

医
師
の
証
明
書

◎
２
年
目
以
降
の
人

　

医
師
の
証
明
書　

ま
た
は

　

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
が
発
行
す
る

書
類
（
一
定
の
条
件
を
み
た
す
人
の
み
）

※
江
津
市
役
所
健
康
医
療
対
策
課
ま
た
は

桜
江
支
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
健
康
医
療
対
策
課
高
齢
者
福
祉
係

（
内
線
１
２
４
８
・
１
２
４
９
）

Ｑ
．
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
な
い

の
で
す
が
障
害
者
控
除
が
と
れ
ま
す

か
？

Ａ
．
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
な
い
人
で

も
、65
歳
以
上
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
人
で
、知
的
障
害
者
・
身
体
障
害
者

に
準
ず
る
障
害
の
あ
る
人
は
、福
祉
事
務

所
長
が
発
行
す
る
「
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
」が
あ
れ
ば
、所
得
税
や
市
・
県
民

税
の
障
害
者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」の
申
請
に
つ

い
て
は
社
会
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

（
内
線
１
２
２
３
・
１
２
２
４
）へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、す
で
に
「
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
」を
お
持
ち
の
人
は
、申
告
の
際
に

提
示
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
結
構
で
す
。

Ｑ
．
昨
年
住
宅
を
新
築
し
ま
し
た
。

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
が
受
け
ら

れ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
申
告
に
は

何
が
必
要
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
．
一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
家
屋
の

新
築
・
購
入
ま
た
は
増
改
築
等
を
さ
れ
、

金
融
機
関
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
を
さ
れ
て

い
る
人
が
受
け
ら
れ
る
特
別
な
控
除
で

す
。
た
だ
し
、所
得
制
限
等
に
よ
り
適
用

さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し

く
は
浜
田
税
務
署
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

申
告
に
は
、源
泉
徴
収
票
・
印
鑑
・
本

人
の
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
）・
住
民

票
（
発
行
日
が
平
成
24
年
の
も
の
・
金
融

機
関
等
が
発
行
す
る
年
末
残
高
等
証
明

書
・
登
記
簿
謄
本
・
住
宅
取
得
に
か
か
る

工
事
代
金
の
わ
か
る
も
の
（
売
買
契
約

書
・
工
事
請
負
契
約
書
の
写
し
）が
必
要

で
す
。

　

増
改
築
等
の
人
は
さ
ら
に
、建
築
確
認

通
知
書
・
検
査
済
証
・
増
改
築
等
工
事
証

明
書
の
い
ず
れ
か
の
写
し
が
必
要
で
す
。

（保険金－支払保険料）－ 50 万円（特別控除）
２

一時所得の算式

所得の合計額が 200 万円まで
の人は所得の合計額の 5％

＝医療費控除額 ( 最高 200 万円 )

平成 23 年中に
支払った医療
費などの総額

－ 保険金などで補
てんされる金額 － 10 万円

家族の医療費も
合算できます

所得の申告相談がはじまります

※注意　
　江津市役所の申告会場「第５・
６会議室は、市役所本庁舎２階で
す（山陰合同銀行ＡＴＭの奥に
あります）
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ほけんコーナーほけんコーナー
健康がいちばん！

休日診療 済生会江津総合病院で行っています。（☎ 54-0101 ※ 事前にご連絡ください。）

お問い合わせ ・ お申し込み

●健康医療対策課　健康増進係

　☎５２－２５０１　内線 （1252 ～ 1254）

検診・献血

●がん検診について
☆70歳以上の人、65歳～69歳で後期高齢者医療制度加入者、

生活保護受給者、福祉医療受給者（受給者証の提示が必要）は

無料で受診できます。

☆江津市国民健康保険（国保）被保険者は、国保が負担するた

め、自己負担はありません。

☆健康保険証を持参してください。

☆健康手帳をお持ちの場合は持参してください。

●大腸がん検診電話予約必要→☎ 52-2501 （代表）
◇対 象　 ４０歳以上の人

◇検 査 内 容　　便潜血検査

◇検 査 結 果　 自宅に郵送（提出後、検査機関で検査後から 40

　　　　　　　 　　　　　 　日ぐらいかかります。)

◇自己負担金　 400円（郵送される納付書でお支払いください）

電話申込期間 郵送提出期間 投函できる曜日

１月 24 日 （火）まで
2 月 5 日 （日）
　　～ 22 日 （水）

日 ・ 月 ・ 火 ・ 水のみ

※予約された人は、提出開
始日の１・２日前に容器が
自宅に届きますので、検体
を検査機関へ郵送してくだ
さい。

●２月の献血
☆輸血が必要な人を救うために献血にご協力ください。
☆ 400ml 献血（全血）が可能な人（体重 50 ㎏以上）

月日 （曜日） 会場 受付時間

２月 24 日 （金）

江津消防署  9：10 ～ 10：10

県企業局西部事務所 11：00 ～ 11：40

西部島根医療福祉センター 13：30 ～ 15：40

江津健康ダイヤル２４ （２４時間年中無休 通話料 ・ 相談料無料）　☎０１２０－５０２－５６４

龍
と
な
れ　

雲
お
の
ず
か
ら
集
ま
れ
り 

　

新
し
い
年
を
迎
え
て
早
や
１
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
23
年

度
が
あ
と
２
カ
月
で
終
わ
り
新
し
い
年
度
に
入
り
ま
す
。
23

年
の
反
省
と
回
顧
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
経
営
面
で
は
依

然
厳
し
い
状
況
が
続
行
し
て
は
お
り
ま
す
が
、
病
院
機
能
の

集
約
化
を
す
す
め
る
準
備
の
一
年
で
し
た
。
総
合
病
院
の
空

い
て
い
る
ベ
ッ
ド
を
埋
め
て
江
津
市
を
離
れ
て
遠
方
で
治
療

や
介
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
い
る
方
々
を
で
き
る

だ
け
近
く
で
、
治
療
や
介
護
が
で
き
る
よ
う
に
24
年
４
月
に

向
け
て
鋭
意
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。 

　

医
師
確
保
面
で
は
23
年
１
月
か
ら
麻
酔
科
の
木
下
謙
先

生
、
４
月
か
ら
循
環
器
科
の
伊
藤
新
平
先
生
、
消
化
器
科
の

川
田
壮
一
郎
先
生
、
７
月
か
ら
外
科
の
竹
林
正
孝
先
生
、
10

月
か
ら
内
科
の
山
内
延
広
先
生
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
眼
科

は
益
田
日
赤
病
院
か
ら
週
３
日
手
術
と
外
来
で
藤
原
裕
丈

（
ひ
ろ
た
け
）
先
生
に
応
援
し
て
も
ら
っ
て
、
常
勤
欠
員
を

埋
め
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。
来
年
度
も
交
代
は
あ
る
も
の

の
、ほ
ぼ
同
じ
体
制
で
ゆ
け
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。 

　

か
ね
て
念
願
で
あ
っ
た
、
医
師
住
宅
も
江
津
市
か
ら
の
ご

厚
意
で
病
院
の
海
側
に
16
棟
が
建
設
さ
れ
、
今
年
４
月
ま
で

に
は
全
棟
埋
ま
る
予
定
で
す
。
産
婦
人
科
や
救
急
待
機
の
先

生
も
す
ぐ
か
け
つ
け
て
も
ら
え
る
体
制
が
出
来
ま
し
た
。
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
市
民
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。
現
在
、
脳
神
経
外
科
と
脳
神
経
内
科
、
呼
吸

器
科
、
糖
尿
病
科
、
血
液
内
科
な
ど
の
科
目
は
非
常
勤
の
先

生
で
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
常
勤
の
先
生
の
可
能

性
を
探
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　

救
急
体
制
で
は
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
つ
か
っ
て
出
雲
市
に

搬
送
で
き
る
体
制
が
整
っ
て
き
ま
し
た
。
県
立
中
央
病
院
か

ら
、
ヘ
リ
に
乗
っ
て
救
急
医
が
来
ら
れ
ま
す
の
で
、
搬
送
の

た
め
医
師
が
患
者
さ
ん
に
随
い
て
い
っ
て
帰
る
と
い
う
こ
と

が
な
く
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
ヘ
リ
は
夜
間
や
風
雨
の
強
い

と
き
は
航
行
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
そ
ん
な
と
き
は
救
急
車
で

消
防
の
方
々
に
引
き
続
き
お
世
話
に
な
る
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。 

　

今
年
は
辰
年
で
、
龍
の
年
で
す
。
中
国
の
歴
史
上
の
龍
は

縁
起
の
よ
い
動
物
で
「
龍
が
立
つ
と
、
雲
が
お
の
ず
か
ら
集

ま
る
」
と
い
う
諺
が
あ
り
ま
す
。
病
院
も
雲
の
如
き
人
材
が

た
く
さ
ん
存
在
し
ま
す
の
で
、 

一
人
ひ
と
り
が
龍
と
な
っ

て
人
材
が
確
保
で
き
る
よ
う
に
病
院
を
盛
り
上
げ
る
所
存
で

す
。
こ
と
し
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

済生会江津総合病院

院長　堀江　裕
ゆたか

言
葉
の
「
く
す
り
」

言
葉
の
「
く
す
り
」

有　

料　

広　

告

　地域で高齢者への運動指導を行っている人を対象
に、研修会を行います。
◎対象：地域で高齢者への運動指導を行っている人
◎内容：運動の実践　「楽しくエクササイズ！　　
　　～体が温まる運動のこつ～」
　　講師　健康運動実践指導士　善田睦美　先生
◎日時：３月２日（金）
　　　　　13：00 ～（受付 12：30 ～）
◎場所：じばさんセンター　3 階　大会議室
◎その他：水分補給、運動のできる服装・靴でご
　　　　　参加ください。
◎申込先：健康医療対策課　健康増進係　

（内線 1252 ～ 1254）
◎申込締切　２月 29 日（水）
※定員（100 名）になり次第、締め切ります。
※平成 18 年～平成 22 年度に行った、介
護予防運動指導ボランティアリーダー育
成修了者には個別にご案内しています。

介護予防運動指導ボランティア
研修会の開催

高砂病院
　パワーリハビリテーション体験

◎日時：２月 18 日（土）10：30 ～ 11：30
◎場所：高砂病院通所リハビリテーション棟

　高砂病院通所リハビリテーションでは、介護予防
の利用者に対して、簡単な体力チェックをして、パ
ワーリハビリテーション機器（６種）を用いて、身
体の運動機能の維持・向上を目指しています。
　皆さんも簡単な体力測定をしながら、パワーリハ
ビリテーション機器を使った運動を体験してみま
せんか。

■問高砂病院　℡（52）5100

江津市デイサービス・デイケア
合同作品展示会 開催

　市内のデイサービス・デイケアを利用している高
齢者が作成した絵画等の作品を展示します。
◎日時　２月１日 ( 水 ) ～８日（水 )
　　　　　9：30 ～ 19：30（最終日は 14：00 まで）
◎場所　グリーンモール３階特別催事場
　　　　　（入場無料）

■問健康医療対策課包括支援係（内線１２４７）江津市健康づくりキャラクター

ごうくん
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「江津市食育推進計画」（平成 20 ～ 24 年度）～かしこい「食」でみんな元気、豊かなまちごうつ～

とれたて野菜でクリスマスパーティー

毎月１９日は「ごうつ食育の日」です。家族そろって食卓を囲みましょう。☆★☆★☆★ ☆★☆★☆★

すくすく育てすくすく育て

ごうつっ子コーナーごうつっ子コーナー

お問い合わせ ・ お申し込み

●子育てサポートセンター
　☎ 52-0569
●子育て支援課 児童家庭係
　☎ 52-2501　内線 （1233）

日 月 火 水 木 金 土

２月 １ ２
（休館日）

３
おたのしみの日
「豆まき会」

10 ： 00 ～ 11 ： 00

４

５ ６ ７
発達健康相談
9 ： 00 ～ 11 ： 30

８
赤ちゃん教室／
パパ ・ ママ学級
「３Ｂ体操、

　　　　ベビービクス」
10 ： 00 ～ 12 ： 00

９
（休館日）

１０
おたのしみの日
「指人形で

　　　　　あそぼう」
　10 ： 00 ～ 11 ： 00

１１
建国記念の日
（休館日）

１２
パパとママと一
緒の憩いの日
「お正月あそび」

10 ： 00 ～ 11 ： 00

１３ １４
ほかほかおもちゃサ
ークル
「布のおもちゃ」

10 ： 00 ～ 11 ： 30
※材料費 ： 実費

１５
３歳児健康診査
13 ： 00 ～
対象 ： 平成 20 年 9
月～ 10 月生まれ

１６
（休館日）

１７
おたのしみの日
「大型紙芝居」

10 ： 00 ～ 11 ： 00

１８

１９ ２０ ２１
乳幼児相談 ・
離乳食教室
9 ： 30 ～ 12 ： 00
会場 ： 桜江保健センター

２２
乳幼児相談 ・ 離
乳食教室 ・ おっぱ
い相談
9 ： 30 ～ 12 ： 00

２３
（休館日）

２４
おたのしみの日
「ひな人形作り」

10 ： 00 ～ 11 ： 00

２５

２６ ２７ ２８ ２９

※要予約

※要予約

子育てサポートセンターでは、市内全体の子育て情
報を載せた”ひと・まろ”便りを毎月発行していま
すので有効にご活用ください

子育てサポートセンターは木曜
日、祝祭日は休館します。それ以
外の土曜日、日曜日は開所します。

お問い合わせ ・ お申し込み
子育てサポートセンター
℡　５２－０５６９
http://www.kosodate-hitomaro.jp/

ごうつ食育の日

子育てカレンダー

子育て支援者スキルアップ講座
・ ファミサポ研修会 （５日）
「病気の子どものやさしい看護」

　 　 13 ： 00 ～ 14 ： 20
「子どもの栄養と病気のときの食事」　

　　　14 ： 30 ～ 15 ： 50
場所 ： 子育てサポートセンター

※要予約

～川越子ども読書会のとりくみ～

　桜江町川越地区では、子ども読書会を月に一度行って
います。
　12 月の会では、クリスマス会を開催し、地元の方から
いただいたとれたて野菜を使って軽食を作りました。

今朝、とってきたばかりで

おいしいよ～♪

　大人はちょっとのお手伝いしか
しません。
　子どもたちに、地元でとれた新鮮
な旬の野菜の味をしっかり伝えて
いきたいと思っています。

本日のメニュー

　　野菜たっぷり焼きそば
　　野菜たっぷりお好み焼き

嫌いな野菜も美味しく食べる
ことができました！

江
津
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
修
大
会

子
育
て
に
つ
い
て
、み
ん
な
で
考
え
ま
せ
ん
か
？

　

子
育
て
に
関
し
、学

校
・
保
護
者
・
地
域

が
連
携
し
て
取
り
組

む
た
め
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
の
在
り
方
に
つ
い

て
の
研
修
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加

可
能
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。（
入
場
無
料
）

◎
日
時　

2
月
26
日
（
日
）

　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
50
分

　
（
受
付　

午
後
0
時
15
分
～
1
時
30
分
）

◎
場
所　

総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

◎
内
容

【
講
演
】

・
講
師　

ス
ク
ー
ル
・
ア
ド
バ
イ
ス
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
理
事
長
（
内
閣
府
地
域
活
性
化
伝
道
師
）

　

生
重　

幸
恵　

氏

※
午
後
０
時
15
分
よ
り
、石
見
智
翠
館
高
校
に

よ
る
吹
奏
楽
演
奏
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り

ま
す
。

■問
江
津
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
事
務
局

　
（
跡
市
小
学
校
）担
当
者
・
平
田

℡
（
５
６
）２
２
４
６

市内で創業したい方を支援しています！！

江津市ビジネスプラン・コンテスト活動発表会
　

本
市
で
は
平

成
22
年
か
ら
、

市
内
で
創
業
を

し
よ
う
と
す
る

人
や
プ
ラ
ン
を

募
集
す
る
「
江

津
市
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
・
コ
ン

テ
ス
ト
」（
通

称
Ｇ
ｏ-

Ｃ
ｏ

ｎ
）を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
も
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
、昨
年

10
月
に
２
人
の
大
賞
受
賞
者
と
１
人
の
Ｊ
Ｃ
（
江
津

青
年
会
議
所
）賞
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

市
内
で
活
動
を
始
め
る
３
人
が
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
農
家
の
こ
せ
が
れ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
宮
治
勇
輔
氏

を
交
え
、プ
ラ
ン
へ
の
思
い
や
今
後
の
意
気
込
み
を

語
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
来
場
の
う
え
、創
業
に
燃
え
る
若
者
た
ち

の
熱
気
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
日
時　

２
月
４
日
（
土
）午
後
２
時
30
分
～

◎
会
場　

江
津
商
工
会
議
所

◎
入
場
無
料
、申
し
込
み
不
要

■問
農
林
水
産
課
定
住
対
策
係
（
内
線
１
４
４
５
）

　

詳
し
く
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
て
ご
ね
っ
と
石
見
」の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://tegonet.net/

受賞者３人が今後の意気込みを語ります
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　大人の門出を祝う成人式が１月２日、総

合市民センターで開催されました。237人

の新成人が出席し、大人の仲間入りをした

自覚と決意を新たにしました。

　新成人を代表して坂根健太さん（嘉久志

町）が「人と人との絆を大切に、ふるさと江

津を愛し、元気・勇気・感動を多くの方に

与えられるような人間になりたいと思いま

す」と答辞を述べました。

　式の終盤には昨年に続き、新成人の恩師

たちを中心とした『夢咲くまちを歌う会』

が登場。江津市のイメージソング「夢咲く

まち」を熱唱すると、新成人も大きな手拍子

で後押ししました。

　同級生との久しぶりの再会もあり、会場

には笑顔がたくさん。友人たちで写真を撮

り、新成人の思い出を作っていました。

大人の門出を祝い 成人式

てくてくカメラの散歩道

サンピコ 20 万人

　道の駅サンピコごうつの農林水産物直売所「三彦市」の

買い物客が、12月 22日に20万人を達成しました。

　20万人目になったのは、菅原進一郎さんと澄江さん夫婦

（京都市山科区）、澄江さんの妹の松原和江さん（大阪府大

東市）の３人（写真）。澄江さんと和江さん姉妹は都治地

区のご出身で、帰省の際に立ち寄られました。澄江さんは

「これまでも帰省のたびに寄っていました。まさか 20万

人目だなんて。びっくりしました」と喜んでいました。

風の国もより近くに
～市道新山中線が開通～

　桜江町長谷の山中地区と跡市町の舞立地区を結ぶ市道

新山中線が12月 21日に開通しました。これにより市中

心部と風の国までの所要時間も短縮されます。同日に記

念式典があり、待望の道路完成を祝いました。

　これまでも両地区は県道や市道でつながっていました

が、幅が狭く離合も困難な状態で、風の国へのアクセス道

として、道路の整備が求められていました。新山中線は

延長約４km。車道の幅5.5ｍの２車線道路です。記念式

典終了後には、参加者が自動車で通り初めしました。

祝　全国大会出場

　年末年始に開催された各種全国大会に、たくさんの

江津っ子が出場を果たしました。夢の全国大会出場を

果たした皆さんを紹介します。おめでとう！

【全国都道府県対抗中学バレーボール大会】

　平田祐彬（青陵中学校）
　植田麻美（青陵中学校）
　池谷愛美（江東中学校）
【全日本ユース（Ｕ－ 15）フットサル大会】

　寺本勇次（青陵中学校）
　山本勇輝（青陵中学校）
【全国ジュニア・ラグビーフットボール大会】

　二上純樹（江東中学校）
【全国高等学校ラグビーフットボール大会】

　石見智翠館高等学校
（敬称略）

※全国大会出場については、本市で激励会を開催した団体・個

人のみ掲載しています。

防災の誓い新たに出初式

　消防団が一年の防災を誓う消防出初式が１月８日に

開催されました。

　総合市民センターで行われた式典では、消防活動へ

の協力者や永年勤続の消防団員が表彰されました。式

典終了後、駅前を団員が徒歩と消防車で行進しました。

　江の川河川敷では、川面に向かって一斉放水。あい

にくの逆風でずぶぬれになるハプニングにも負けず、

防災の誓いを新たにしました。

全国大会に出場した中学生の皆さん

全国高校ラグビー大会に出場した石見智翠館高校

【写真右】成人式で大人としての決意を新たにする新成人たち【左上】答辞を述べ
る坂根健太さん【左中】恩師たちが歌声のプレゼント【左下】再会を喜び記念撮影
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各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

江
津
市
役
所

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

（
５
２
）
２
５
０
１

桜
江
地
域
の
生
活
排
水
処
理
施
設
使

用
料
の
料
金
体
系
を
変
更
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
、
生
活
排
水
処
理
施

設
使
用
料
の
料
金
体
系
が
、『
人
頭
制
（
使

用
人
数
）』
か
ら
『
従
量
制
（
水
道
水
使

用
量
）』
へ
と
変
わ
り
ま
す
。

※
江
津
地
域
の
下
水
道
料
金
に
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

■問
下
水
道
課
管
理
係
（
内
線
１
５
１
１
）

☆
新
料
金
体
系
（
１
カ
月
分
）

生
活
排
水
処
理
施
設
使
用
料

総
合
振
興
計
画

◆
平
成
24
年
度
４
月
分
か
ら
の
生
活
排

水
処
理
施
設
使
用
料
の
料
金
算
定
の
方

法①
水
道
水
（
旧
桜
江
町
）
の
み
を
使
用
し

て
い
る
場
合

　
　
　
　
　
　

↓

●
水
道
を
使
っ
た
量
（
水
道
の
検
針
の
数

値
）
で
使
用
料
を
決
定

②
水
道
水
以
外
の
水
（
井
戸
水
・
山
水
等
）

の
み
を
使
っ
て
い
る
場
合　

　
　
　
　
　
　

↓

●
使
用
人
数
に
よ
り
汚
水
の
量
（
使
用
人

数
に
よ
る
平
均
的
な
使
用
量
）
を
認
定
し
、

使
用
料
を
決
定

③
水
道
水
と
そ
れ
以
外
の
水
（
井
戸
水
・

山
水
等
）
を
併
用
し
て
い
る
場
合

　
　
　
　
　

↓

●
①
水
道
水
使
用
量
と
②
使
用
人
数
に
よ

る
認
定
汚
水
量
を
比
較
し
て
、
多
い
ほ
う

の
量
を
汚
水
量
と
し
て
使
用
料
を
決
定

◆
緩
和
措
置

　

今
回
の
料
金
体
系
の
変
更
で
、
水
道
使

用
量
が
極
端
に
多
い
一
般
家
庭
は
、
生
活

排
水
処
理
施
設
使
用
料
も
大
幅
に
増
え
る

こ
と
か
ら
、
３
年
間
の
緩
和
措
置
を
実
施

し
ま
す
。（
事
業
所
等
は
除
く
）

こ
の
た
び
の
料
金
体
系
の
変
更
に
つ
い
て

は
、
既
に
各
家
庭
に
配
布
（
桜
江
地
域
の

み
）
し
て
い
ま
す
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

地
域
の
未
来
づ
く
り
に
も
役
立
て
ま

す
。

経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
へ
の
ご

回
答
を
お
願
い
し
ま
す

　

総
務
省
・
経
済
産
業
省
に
お
い
て
平
成

24
年
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
平
成
24
年
２
月
１
日
を
調

査
期
日
と
す
る
も
の
で
、
現
在
市
内
に
お

い
て
も
調
査
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
す
べ
て
の
企
業
及
び
事
業
所
が
対

象
で
す
。
調
査
員
の
訪
問
に
よ
り
、
ま
た

は
郵
送
に
よ
り
調
査
書
類
を
配
布
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
調

査
票
へ
の
記
入
・
提
出
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

◆
調
査
の
内
容
や
調
査
票
の
記
入
の
し
か

た
な
ど
、
詳
し
く
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
午
前
９
時
～

午
後
９
時
ま
で
。）。

℡
０
１
２
０
（
４
４
）
１
０
３
４

（
通
話
料
は
無
料
）

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
、

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
接
続
で
き
な
い
場
合

は･･･

℡
０
３
（
６
８
３
０
）
１
０
３
４
（
有
料
）

■問
総
務
課
情
報
統
計
係

（
内
線
１
２
７
１
・
１
２
７
２
）

統
計
調
査

区分 汚水の量 使用料（円）

基本料金 10 ㎥まで 1,575

超過料金

10 ㎥を超え 20 ㎥まで 1 ㎥につき 168

20 ㎥を超え 30 ㎥まで 1 ㎥につき 178

30 ㎥を超え 40 ㎥まで 1 ㎥につき 189

40 ㎥を超え 50 ㎥まで 1 ㎥につき 199

50 ㎥を超え 100 ㎥まで 1 ㎥につき 210

100 ㎥を超え 300 ㎥まで 1 ㎥につき 220

300 ㎥を超える分 1 ㎥につき 231

（１カ月分）

人数
一般家庭 事業所等

加算 認定 加算 認定
１人 10 ㎥ 10 ㎥ 10 ㎥ 10 ㎥
２人   6 ㎥ 16 ㎥   2 ㎥ 12 ㎥
３人   5 ㎥ 21 ㎥   2 ㎥ 14 ㎥
４人   5 ㎥ 26 ㎥   2 ㎥ 16 ㎥

※一般家庭等は、3 人以降 1 人につき 5 ㎥ずつ加算
（事業所等は、2 人以降 1 人につき 2 ㎥ずつ加算）

　

本
市
で
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
28
年
度

ま
で
の
10
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
第
５

次
江
津
市
総
合
振
興
計
画
を
策
定
し
て
い

ま
す
が
、
平
成
23
年
度
を
も
っ
て
前
期
５

年
が
経
過
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

施
策
の
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、
今
後
５

年
間
を
見
据
え
た
新
た
な
後
期
基
本
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
う
か
が
い
、

反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
計
画
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
あ
な
た

の
ご
意
見
を
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

◎
ご
意
見
の
募
集
期
間　

　

２
月
20
日
（
月
）
ま
で
【
必
着
】

◎
ご
意
見
を
提
出
で
き
る
人
の
要
件

①
江
津
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

②
江
津
市
内
の
事
務
所
又
は
事
業
所
に
勤

務
す
る
人

③
江
津
市
内
の
学
校
に
在
学
す
る
人

④
江
津
市
に
納
税
義
務
を
有
す
る
人

⑤
計
画
等
に
直
接
的
な
利
害
関
係
を
有
す

る
人

⑥
そ
の
他
、
江
津
市
に
縁
の
あ
る
人

◎
ご
意
見
の
提
出
方
法

　

ご
意
見
を
提
出
さ
れ
る
人
は
、
所
定
の

意
見
書
に
住
所
、
氏
名
及
び
電
話
番
号
を

必
ず
明
記
の
上
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
郵
送
の
場
合　

〒
６
９
５-

８
５
０
１

江
津
市
江
津
町
１
５
２
５
番
地

江
津
市
役
所　

総
務
部
政
策
企
画
課
あ
て

②
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
場
合

　

０
８
５
５
（
５
２
）
１
３
８
０

江
津
市
役
所　

総
務
部
政
策
企
画
課
あ
て

③
電
子
メ
ー
ル
の
場
合　

ア
ド
レ
ス　

seisakukikakuka@
city.gotsu.lg.jp

※
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
、
意
見
書
は
ワ
ー

ド
形
式
も
し
く
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
お
願
い
し
ま

す
。

※
計
画
【
素
案
】
及
び
意
見
書
様
式
は
、

江
津
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
及
び
最
寄

り
の
公
民
館
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
江
津
市
を
設
計
す
る

第
５
次
江
津
市
総
合
振
興
計
画
（
後
期
基
本
計
画
）【
素
案
】

に
対
す
る
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す

■問
政
策
企
画
課
政
策
企
画
係

　
（
内
線
１
３
１
４
・
１
３
１
５
）
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においでよ！図書館
江津市図書館
桜  江  分  館

52-0551
92-0300

　ホンのつぶやき
・我々は人生という大きな芝居の熱心な
共演者だ。
　　　　　by カロッサ（作家・ドイツ）

◎毎週火曜日

◎月末休館日　２月 29日（水）

◎特別休館日　２月 22日（水）

　　　　　　　　　　～ 25日（土）

※本の返却は返却ポストでできます。

今月の休館日
今月の新着図書　～ピックアップ～　

『星月夜』（伊
いじゅういん

集院　静
しずか

）
『真友』( 鏑

かぶらぎ

木　蓮
れん

)
『采配』（落

おちあい

合博
ひろみつ

満）　　　　
『おばあさんの魂』（酒

さ か い

井順
じゅんこ

子）
『毎日食べたい鍋のルール』
　　（NHK きょうの料理ビギナーズ）ABC ブック

自
衛
官
募
集

〈
予
備
自
衛
官
と
は
〉

　

普
段
は
社
会
人
と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の

職
業
に
従
事
し
な
が
ら
、必
要
と
さ
れ
る

練
度(

レ
ベ
ル)

を
維
持
す
る
た
め
訓
練

招
集
に
応
じ
ま
す
。
有
事
に
は
防
衛
招

集
又
は
国
民
保
護
等
招
集
に
応
じ
て
出

頭
し
、後
方
の
警
備
や
後
方
支
援
又
は
国

民
の
保
護
の
た
め
の
任
務
等
に
あ
た
り
ま

す
。

　

平
時
に
お
い
て
も
特
に
必
要
を
認
め
る

場
合
に
は
、災
害
招
集
に
応
じ
て
出
頭
し
、

災
害
救
助
活
動
等
に
従
事
し
ま
す
。

 

◎
受
付
期
間　

　

４
月
４
日
（
水
）ま
で
（
締
切
日
必
着
）

◎
応
募
資
格　

【
一
般
公
募
】

　

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者

　
（
平
成
24
年
７
月
１
日
現
在
の
年
齢
）

【
技
能
公
募
】

　

18
歳
以
上
で
、国
家
免
許
資
格
等
を
保

有
す
る
技
能
に
応
じ
、53
歳
か
ら
55
歳
未

満
の
者
（
平
成
24
年
７
月
１
日
現
在
の
年

齢
）

◎
採
用
試
験

【
一
般
公
募
】

・
試
験
期
日　

４
月
13
日
（
金
）か
ら
４
月

16
日
（
月
）の
う
ち
指
定
さ
れ
る
１
日

・
試
験
場
所　

陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

　
　
　
　
　
　
（
島
根
県
出
雲
市
）

【
技
能
公
募
】

・
試
験
期
日　

４
月
13
日
（
金
）か
ら
４
月

16
日
（
月
）の
う
ち
指
定
さ
れ
る
１
日

・
試
験
場
所　

陸
上
自
衛
隊
伊
丹
駐
屯
地

（
兵
庫
県
伊
丹
市
）ま
た
は
、陸
上
自
衛
隊

海
田
市
駐
屯
地
（
広
島
県
海
田
町
）

◎
採
用
時
期　

　

平
成
24
年
７
月
１
日
以
降

◎
採
用
予
定
者
数　

・
一
般
公
募　

約
５
２
０
人

・
技
能
公
募　

約
60
人

〈
幹
部
自
衛
官
と
は
〉

　

２
士
か
ら
将
ま
で
、16
階
級
に
分
か
れ

た
陸
上
・
海
上
・
航
空
各
自
衛
官
の
階
級

の
う
ち
３
尉
以
上
の
８
階
級
を
幹
部
自
衛

官
と
言
い
ま
す
。

　

幹
部
自
衛
官
は
、部
隊
の
中
心
と
な
り
、

強
い
責
任
感
と
実
行
力
で
部
隊
を
指
揮
す

る
管
理
者
と
な
り
ま
す
。
卓
越
し
た
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
近
年

の
様
々
な
社
会
状
況
の
変
化
や
大
規
模
災

害
、国
際
平
和
協
力
業
務
と
い
っ
た
国
内

外
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
得
る
優
れ
た

人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
受
付
期
間　

　

２
月
１
日
（
水
）
～
４
月
27
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
締
切
日
必
着
）

◎
応
募
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
し
、平
成
25
年
４
月
１

日
現
在
、20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者
（
22

歳
未
満
の
者
は
大
学
卒
ま
た
は
卒
業
見
込

み
）。

　

大
学
院
修
士
学
位
取
得
者
（
見
込
含

む
）は
28
歳
未
満
の
者
。

◎
採
用
試
験

【
第
１
次
試
験
】

・
筆
記
試
験　

５
月
12
日(

土)

・
操
縦
適
性
検
査　

５
月
13
日 (

日)

　
　
（
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）

【
第
２
次
試
験
】　

小
論
文
試
験
・
口
述

試
験
・
身
体
検
査

　

６
月
12
日(

火)

か
ら
６
月
15
日(

金)

の
う
ち
指
定
す
る
１
日

◎
試
験
場
所

【
第
１
次
試
験
】　

受
付
時
に
通
知
い
た

し
ま
す
。（
飛
行
要
員
の
操
縦
適
性
検
査

は
松
江
地
方
合
同
庁
舎
）

◎
合
格
発
表

　

第
１
次
試
験
合
格
者
発
表

　

６
月
１
日
（
金
）

◎
採
用
時
期

　

平
成
25
年
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬

■問
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

　

浜
田
出
張
所

℡
０
８
５
５
（
２
２
）１
３
３
４

http://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/shim
ane        

普
段
は
社
会
人
、い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
自
衛
官

予
備
自
衛
官
補
を
募
集
し
ま
す

自
衛
隊
一
般
幹
部
補
生
及
び
技
術
幹
部
候
補
生
を

募
集
し
ま
す

　春が待ち遠しいですね。あなたの待つ春はどん
な春ですか。さて、2 月 4 日は立春ですが、「雪
がとけたら春になる」・･･ こんな言葉を耳にした
ことはありませんか。春の訪れを心から待ちわび
る子どもの発した感性豊かなフレーズです。
　ところで、この純真な子どもの思いとは裏腹に、
窮地に追い込まれた大人が現実から逃れようと抱
く身勝手で理不尽な春への待望が、犯罪、事件へ
とつながることも珍しくありません。
　このような大人の欲望、願望を犯罪心理として
巧みに描写した小説は古今東西を問わず人気があ
ります。いまや、次々とヒット作品を生み、映画
化もされ人気を集めている作家と言えば ････。そ
うです。東野圭吾もその一人です。

東
ひがしの

野圭
け い ご

吾著「殺人の門」（2006 ／ 6）は、殺人と
いう決して許されない行為に向かわせる一人の人
間の内面と心理描写が巧みで、身勝手な願望・欲
望（春）にいつどこで手を染めてしまうのか同一
化される自分にドキドキしながら、この作品の醍
醐味を味わうことが出来ます。江津市図書館には、
東野圭吾作品の他にもワクワクドキドキするサス
ペンス作品が多数揃っていますのでご利用くださ
い。

東野圭吾著「ガリレオの苦悩」
　殺人予告を受けた天才物理学者と邪悪な犯罪者
との対決を圧倒的なスケールで描写。

東
ひがしかわ

川篤
と く や

哉著「謎解きはディナーのあとで」
　謎解きに長けた毒舌執事と令嬢刑事の名コンビ
が事件の真相に迫る。

宮
み や べ

部みゆき著「おまえさん」
　本所深川の同心・平四郎と将来を嘱望される同
心・信之輔が瓶屋の主人新兵衛の斬殺死体の検分
に向かうと意外な事実が判明。
同著「ばんば憑き」
　同宿した相部屋で若夫婦が老女から聞かされた
50 年前の忌まわしい事件が発端に。

池
い け い ど

井戸　潤
じゅん

著「下町ロケット」
　圧倒的な力を持つ大企業の企みに挑む下町工場
の挑戦。

　しかし、人は誰でも悪を善とはしません。サス
ペンス作品に没頭したあなたに、冒頭の春を待ち
わびる純真な子どもの感性豊かなフレーズを贈
り、邪心が払拭され心身ともにリフレッシュした
あなたにふさわしい春が訪れますように ･････。

「サスペンス作品」のあとに贈りたいことば

図書館ボランティア募集中！（詳しくは「かわらばん」１月号の「図書館においでよ！」をご覧ください）
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市
民
生
活
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

☆
２
月
は
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月

間
」

　

一
年
の
中
で
特
に
寒
さ
が
厳
し

い
２
月
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が

増
大
し
ま
す
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

地
球
温
暖
化
防
止
に
も
つ
な
が
る

取
組
み
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
省

エ
ネ
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

電
気
製
品
の
主
電
源
が
入
り
っ

放
し
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

電
気
製
品
の
待
機
電
力
は
決
し

て
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
電
気
製

品
の
主
電
源
を
こ
ま
め
に
切
り
ま

し
ょ
う
。

■問
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

（
内
線
１
１
１
８
・
１
１
１
９
）

☆
不
燃
物
処
理
場
の
休
日
開
場
日

◎
日
時　

２
月
26
日

（日）
午
前
９
時
～
正
午

※
事
業
系
の
ご
み
は
持
ち
込
み
不

可
。
一
般
家
庭
の
不
燃
ご
み
の
み

対
象
で
有
料
で
す
。
必
ず
事
前
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■申
■問
島
の
星
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
２
）５
３
２
１

宝
く
じ
助
成
事
業
で

消
防
団
分
団
旗
を
整
備

　　

消
防
団
の
合
併
に
よ
り
、
団
の

名
称
が
変
更
と
な
っ
た
桜
江
町
の

５
分
団
に
、（
財
）自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の「
宝
く
じ
助
成
事
業
」の
助

成
を
受
け
て
、
分
団
旗
を
整
備
し

ま
し
た
。

　

今
後
の
消
防
団
活
動
の
Ｐ
Ｒ
に

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

イ
ー
タ
ッ
ク
ス
な
ど
を
ご
利
用

さ
れ
る
場
合
に
、
電
子
証
明
書
が

必
要
で
す
が
、
取
得
後
３
年
経
過

ま
た
は
住
所
変
更
な
ど
で
、
自
動

的
に
失
効
し
ま
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基

カ
ー
ド
）
の
有
効
期
限
と
電
子
証

明
書
の
有
効
期
限
は
違
い
ま
す
の

で
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

◎
現
在
有
効
か
ど
う
か
の
確
認

　

利
用
者
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
ソ
フ
ト

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
パ
ソ
コ
ン

か
ら
各
自
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
役
所
窓
口
で
も
確
認
は
で
き
ま

す
が
、時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　

電
話
や
本
人
以
外
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
に
つ
い
て
は
対
応
い
た
し

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
失
効
し
て
い
た
場
合

　

窓
口
に
、
住
基
カ
ー
ド
と
運
転

免
許
証
な
ど
写
真
付
の
公
的
な
身

分
証
明
書
を
本
人
が
ご
持
参
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
の
場
で
手
続

き
が
で
き
ま
す
。

　

住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い

人
は
、交
付
申
請
が
必
要
で
す
。交

付
ま
で
に
10
日
く
ら
い
か
か
り
ま

す
の
で
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド 

500
円

・
電
子
証
明
書　

500
円

■問
市
民
生
活
課
市
民
係

内
線
（
１
１
１
１
・
１
１
１
２
）

風
の
国
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
場
が
認
定
コ
ー
ス
に
な

り
ま
し
た

　

園
内
の
西
側
に
位
置
す
る
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
（
８
ホ
ー
ル

×
２
コ
ー
ス
）
が 

日
本
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
の
認
定
コ
ー
ス

と
な
り
ま
し
た
。 

　

中
国
山
地
を
見
渡
せ
る
開
放
感

い
っ
ぱ
い
の
大
自
然
コ
ー
ス
♪ 

運
動
後
の
温
泉
入
浴
も
お
楽
し
み

の
ひ
と
つ
で
す
。 

　

風
の
国
で
は
２
月
20
日

（月）
～
26

日
（日）
ま
で
の
１
週
間
、
認
定
を
記

念
し
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
を
無

料
開
放
い
た
し
ま
す
。日
頃
か
ら

ご
利
用
頂
い
て
い
る
お
客
様
は
も

ち
ろ
ん
、
ま
だ
ご
利
用
頂
い
た
こ

と
の
無
い
お
客
様
も
是
非
こ
の
機

会
に
お
試
し
く
だ
さ
い
ま
せ
。 

※
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ボ
ー
ル
の
貸
し

出
し
は
有
料
と
な
り
ま
す
。 

■問
風
の
国

℡
０
８
５
５
（
９
２
）０
０
０
１

※
２
月
５
日
～
17
日
ま
で
改
装
の

た
め
臨
時
休
業
し
ま
す
。

２
月
の

補
聴
器
修
理
相
談
会

「
福
祉
事
務
所
分
室
」
会
場

（
選
管
事
務
局
隣
り
）

☆
６
日

（月）
〔
東
神
実
業
〕

　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

☆
21
日

（火）
〔
中
国
補
聴
器
〕

　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

☆
22
日

（水）
〔
西
日
本
補
聴
器
〕

　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

「
江
津
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
和
室
」
会
場
（
桜
江
町
川
戸
）

☆
22
日

（水）
〔
西
日
本
補
聴
器
〕

　
　

午
前
10
時
～
正
午

※
修
理
の
程
度
に
よ
り
費
用
が
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■問
社
会
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

　
　
　
　
（
内
線
１
２
２
４
）

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設

　

相
続
・
契
約
・
金
銭
・
土
地
等
の

問
題
に
派
遣
弁
護
士
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。主
催
は
江
津
地

区
労
働
者
福
祉
協
議
会
で
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
事

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
日
時　

２
月
18
日

（土）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◎
会
場　

江
津
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
（
２
階
会
議
室
）

■申
■問
江
津
地
区
労
働
者
福
祉

　
　

協
議
会
事
務
局

℡(

５
２)

２
２
２
１

無
料
調
停
相
談

　

江
津
市
内
で
初
め
て
の
相
談
会

で
す
。事
前
の
申
し
込
み
等
は
不

要
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

◎
相
談
内
容　

金
銭
、夫
婦
・
親
子
、そ
の
他
親
族

間
の
も
め
ご
と
▽
相
続
、
土
地
建

物
、交
通
事
故
等
の
争
い
ご
と

◎
日
時　

２
月
17
日

（金）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◎
場
所　

じ
ば
さ
ん
セ
ン
タ
ー

◎
浜
田
裁
判
所
所
属
の
調
停
委
員

■問
島
根
県
調
停
協
会

　

浜
田
支
部
（
川
本
）

℡
０
８
５
５
（
４
２
）０
１
１
８

小
迫
谷
墓
地
公
園
の
使
用

者
を
公
募
し
ま
す

◎
公
募
区
画
数　
　

１
区
画

◎
墓
地
公
園
の
場
所

　

渡
津
町
４
０
２
番
地
外
三
筆

◎
墓
地
公
園
の
申
込
条
件

◇
江
津
市
に
本
籍
ま
た
は
住
所
を

有
す
る
人

◇
墓
地
公
園
の
使
用
を
許
可
す
る

区
画
は
１
世
帯
に
つ
き
１
区
画
と

す
る
。

◇
墓
地
公
園
は
、焼
骨
の
埋
葬
、墓

碑
の
建
設
及
び
祭
祀
の
目
的
以
外

に
使
用
し
な
い
こ
と
。

◇
使
用
者
は
、使
用
許
可
の
際
、左

記
の
使
用
料
を
納
付
す
る
こ
と
。

◎
使
用
料

１
区
画　

９
㎡
あ
た
り
50
万
円

◎
申
込
方
法
及
び
締
切
日

　

市
役
所
市
民
生
活
課
に
備
え
付

け
の
使
用
許
可
申
請
書
に
記
入
捺

印
の
う
え
、
２
月
15
日

（水）
ま
で
に

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、申
込
者
多
数
の
場
合
は
、

後
日
抽
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■問
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

（
内
線
１
１
１
８
・
１
１
１
９
）

く
に
び
き
学
園
西
部
校

新
入
生
募
集

　

２
年
間
の
学
園
生
活
で
生
き
が

い
・
仲
間
づ
く
り
と
地
域
活
動
参

加
の
た
め
の
知
識
習
得
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

◎
対
象　

県
内
在
住
の
地
域
活
動

意
欲
の
あ
る
60
歳
以
上
の
人

◎
内
容　

総
合
講
座
及
び
専
門
講

座
（
社
会
文
化
・
園
芸
・
陶
芸
・
健

康
福
祉
の
４
科
か
ら
選
択
）

◎
場
所　

い
わ
み
ー
る

　
　
　
　
（
浜
田
市
野
原
町
）

◎
経
費　

入
学
金
1
万
円

・
授
業
料
年
額　

1
万
8
千
円

　
（
半
年
ご
と
の
分
割
方
式
も
可
）

・
そ
の
他
資
料
代
・
教
材
費
別
途

◎
募
集
要
項
・
願
書

　

社
会
福
祉
協
議
会
、
ま
た
は
学

園
事
務
局
で
配
布
し
ま
す
。

◎
申
込
締
切　

２
月
29
日

（水）

■申
■問
く
に
び
き
学
園
西
部
校

℡
０
８
５
５
（
２
４
）９
３
３
６

老
人
ク
ラ
ブ
へ

加
入
し
ま
せ
ん
か

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
趣
味
や
ス
ポ

ー
ツ
、旅
行
、世
代
間
交
流
な
ど
を

通
し
て
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
活

動
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ

る
地
域
を
豊
か
に
す
る
活
動
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。高
齢
者

が
活
動
を
通
し
て
生
き
が
い
を
高

め
る
と
と
も
に
、仲
間
づ
く
り
・
社

会
参
加
促
進
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
江
津
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
に
は
40
ク
ラ
ブ
、
約

１
７
０
０
人
が
加
入
し
て
い
ま

す
。

　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人
な
ら

ど
な
た
で
も
ご
入
会
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
ま

た
は
江
津
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■問
江
津
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

℡
（
５
２
）２
４
７
４

情
報

ポ
ケ

ッ
ト

　
　

★
★

★
　

　
情

報
ポ

ケ
ッ

ト
　

　
★

★
★

　
　

情
報

ポ
ケ

ッ
ト

　
　

★
★

★
　

　
情

報
ポ

ケ
ッ

ト
　

　
★

★
★

　
　

情
報

ポ
ケ

ッ
ト

　
　

★
★

★
　

　
情

報
ポ

ケ
ッ

ト
　

　
★

★
★

　
　

情
報

ポ
ケ

ッ
ト

　
　

★
★

★

有　

料　

広　

告

情
報
ポ
ケ
ッ
ト

江
津
の
情
報
盛
り
だ
く
さ
ん
!!

２月

情
報

ポ
ケ

ッ
ト

　
　

★
★

★
　

　
情

報
ポ

ケ
ッ

ト
　

　
★

★
★

　
　

情
報

ポ
ケ

ッ
ト

　
　

★
★

★
　

　
情

報
ポ

ケ
ッ

ト
　

　
★

★
★

　
　

情
報

ポ
ケ

ッ
ト

　
　

★
★

★
　

　
情

報
ポ

ケ
ッ

ト
　

　
★

★
★

　
　

情
報

ポ
ケ

ッ
ト

　
　

★
★

★

有　

料　

広　

告
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江
津
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　

あ
な
た
の
豊
か
な
知
識
と
経
験

を
社
会
の
た
め
に
活
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

◎
業
務
内
容　

草
刈
り
、せ
ん
定

な
ど
臨
時
的
か
つ
短
期
的
ま
た
は

そ
の
他
軽
易
な
業
務

◎
入
会
条
件　

市
内
在
住
の
60
歳

以
上
の
健
康
で
、安
定
し
た
就
業
・

所
得
を
目
的
と
し
な
い
人

◎
入
会
説
明
会　

・
日
時　

２
月
16
日

（木）
午
後
1
時
30
分
～

・
場
所　

江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
（
和
木
町
）

※
筆
記
用
具
を
持
参
く
だ
さ
い
。

☆
空
き
家
や
お
墓
の
掃
除
も
行
っ

て
い
ま
す

　

定
期
的
に
空
き
家
の
風
通
し
・

拭
き
掃
除
・
草
刈
り
・
お
墓
の
草

刈
り
や
掃
除
も
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
江
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
（
５
２
）１
６
１
6

市
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
主
催

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集

◎
日
時　

３
月
10
日

（土）

　
　
　
　

午
前
９
時
～

（
小
雨
決
行
・
降
雨
は
翌
週
）

◎
会
場　

浅
利
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

◎
参
加
者　

全
て
の
障
が
い
者
と

介
添
者
の
方

◎
参
加
費　

３
０
０
円

　
（
参
加
賞
・
賞
品
代
）

◎
申
込
締
切　

２
月
20
日

（月）

　

手
話
、要
約
筆
記
者
の
派
遣
を

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■申
■問
島
根
整
肢
学
園
（
森
口
）

　

℡
（
５
２
）２
４
４
２

　

FAX
（
５
２
）０
３
４
４

ワ
ー
ク
く
わ
の
木
江
津
事
業
所

（
藤
井
）　

℡
（
５
２
）２
８
０
６

　
　
　
　

FAX
（
５
２
）２
８
０
７

協
会
事
務
局
（
梶
川
）

℡
・

FAX
０
５
０
（
７
５
５
９
）０
７
３
２

※
こ
の
大
会
は
江
津
市
共
同
募
金

委
員
会
の
協
力
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
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★
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★
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★
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★
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報

ポ
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★
★

★

有　

料　

広　

告

有　

料　

広　

告

住
ま
い
と
暮
ら
し
の

支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

　

浜
田
圏
域
自
立
支
援
協
議
会
で

は
、
住
ま
い
と
暮
ら
し
の
支
援
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
９
年
３
月
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
仕
事
の
流

儀
」に
も
出
演
さ
れ
た
、ホ
ー
ム
レ

ス
の
社
会
復
帰
を
支
援
す
る
第
１

人
者
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
、

奥
田
知
志
氏
の
講
演
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。後
半
は
10
月
に
開
所

し
た
住
ま
い
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て
も
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
日
時　

２
月
17
日

（金）

　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

◎
会
場　

浜
田
合
同
庁
舎

　
　
　
　

２
階　

大
会
議
室

◎
参
加
料　

無
料

◎
申
込
方
法　

　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

◎
申
込
締
切　

２
月
10
日

（金）

■申
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
せ
い
わ　

相
談
支

援
事
業
所「
陽
だ
ま
り
」

℡
０
８
５
５
（
２
２
）８
１
１
５

FAX
０
８
５
５
（
２
２
）８
１
２
０

■問
社
会
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

（
内
線
１
２
２
３
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

ｉ
ｎ
二
宮 

開
催
！ 

　

地
域
で
活
動
さ
れ
る
女
性
の
会

を
中
心
に
、こ
の
度
第
1
回
「
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ｉ
ｎ
二
宮
」を
開

催
い
た
し
ま
す
。 

　

こ
の
機
会
に
い
ろ
い
ろ
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。 

◎
日
時　

２
月
25
日

（土）
、26
日

（日）

　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分 

◎
場
所　

二
宮
交
流
館

◎
内
容

 

▽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

・
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
を
使

っ
た
コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り
、ク
ラ
フ

ト
テ
ー
プ
を
使
っ
た
小
物
入
れ
作

り
（
25
日
）

・
樹
脂
粘
土
で
ス
イ
ー
ツ 

フ
ォ
ト

フ
レ
ー
ム
＆
小
物
作
り
、英
字
古

新
聞
を
使
っ
た
エ
コ
バ
ッ
グ
作
り

（
26
日
）

 

・
絵
手
紙
体
験
（
両
日
）

 

・
布
小
物
・
編
み
物
（
両
日
）

※
参
加
料
・
材
料
費
が
必
要 

 

▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
両
日
） 

10
ブ
ー
ス(

２
ｍ
×
２
ｍ) 

※
出
店
料
５
０
０
円
か
か
り
ま

す
。
出
店
者
募
集
中
で
す
。 

▽
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
（
両
日
） 

◎
参
加
申
込　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
２
月
６
日

（月）

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
２
月
13
日

（月）

 
■申
■問
二
宮
公
民
館 

℡
（
５
３
）１
６
６
５

石
見
海
浜
公
園

親
子
も
ち
つ
き
大
会

　

一
緒
に
も
ち
つ
き
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
で
き
た
お
も
ち
は
お
持
ち

帰
り
で
き
ま
す
。

◎
日
時　

２
月
19
日

（日）

 　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

◎
場
所　

　

石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

◎
参
加
費　

親
子
１
組
５
０
０
円

◎
定
員　

親
子
20
組
（
40
人
程

度
）先
着
順　

要
申
込

◎
そ
の
他　

　

エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル
持
参

■問
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
２
８
）２
２
３
１

石
見
海
浜
公
園

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
し
ま
せ
ん
か
？

　

ポ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
ス
キ
ー
の

ス
テ
ィ
ッ
ク
に
似
た
棒
を
使
っ
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

　

ポ
ー
ル
を
使
う
と
自
然
に
腕
や

全
身
の
筋
肉
を
使
っ
て
歩
く
こ
と

が
で
き
る
の
で
血
液
循
環
が
よ
く

な
り
ま
す
。約
4
キ
ロ
公
園
の
景

色
を
楽
し
み
な
が
ら
一
緒
に
歩
き

ま
せ
ん
か
？

◎
日
時　

２
月
19
日

（日）

 

午
前
10
時
～
正
午
（
少
雨
決
行
）

※
毎
月
第
3
日
曜
日
に
行
っ
て
い

ま
す
。　

◎
締
切　

当
日
ま
で

◎
参
加
費　

無
料
（
ポ
ー
ル
の
レ

ン
タ
ル
料
５
０
０
円
）

◎
場
所　

石
見
海
浜
公
園
予
約
セ

ン
タ
ー
集
合
（
浜
田
市
国
分
町
）

◎
服
装　

ポ
ー
ル
、
動
き
や
す
い

服
装　

(

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
着
替

え
、雨
具)

◎
定
員　

30
人
程
度

◎
指
導 

浜
田
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン

グ
ク
ラ
ブ

◎
申
込
方
法　

電
話
連
絡

■申
■問
石
見
海
浜
公
園

　
　

予
約
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
５
（
２
８
）２
２
３
１

郷
土
の
自
然
史
発
見
展

　

市
内
の
地
学
的
な
特
徴
が
よ
く

出
て
い
る
地
質
体
を
撮
影
し
た
写

真
を
使
っ
た
、シ
ン
プ
ル
な
継
ぎ

接
ぎ
の
写
真
を
展
示
し
て
い
ま

す
。

◎
日
時　

２
月
５
日
～
４
月
８
日

ま
で
の
毎
週
日
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

◎
場
所　

小
さ
な
自
然
館

　
　
　
　
（
桜
江
町
大
貫
）

■問
小
さ
な
自
然
館

℡
（
９
３
）０
７
９
５

島
根
県
職
員
等
採
用
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
開
催
し
ま
す

◎
日
時　

松
江
３
月
24
日

（土） 

　
　
　
　

浜
田
３
月
25
日

（日） 

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
３
時 

◎
会
場　

　

松
江　

島
根
県
職
員
会
館

　

浜
田　

島
根
県
立
大
学

◎
定
員　

松
江
１
０
０
人

　
　
　
　

浜
田
50
人

◎
対
象
職
種　

事
務
系
（
行
政
、

警
察
事
務
な
ど
）、技
術
系
（
総
合

土
木
な
ど
）、警
察
官

※
教
員
、県
立
病
院
の
医
療
技
術

系
職
員
（
看
護
師
な
ど
）は
対
象

外◎
内
容　

・
仕
事
内
容
、採
用
試
験
の
概
要

・
日
程
、個
別
相
談
な
ど

◎
対
象
者　

採
用
試
験
の
受
験
を

考
え
て
い
る
人
及
び
そ
の
家
族

◎
申
込
方
法　

　

人
事
委
員
会
事
務
局
へ
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■申
■問
島
根
県
人
事
委
員
会
事
務
局

℡
０
８
５
２
（
２
２
）５
４
３
８

FAX
０
８
５
２
（
２
２
）５
４
３
５

(http://w
w

w
.pref. shim

ane.
lg.jp/jinjiiinkai/)

石
正
美
術
館 

石
見
の
作
家
展

田
中
俊
目希
さ
ん
個
展

　

石
正
美
術
館
（
浜
田
市
三
隅

町
）の
企
画
展
「
石
見
の
作
家
展
」

で
彫
刻
家 

田
中
俊
目希
さ
ん
（
嘉
久

志
町
）の
個
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◎
日
時　

　

２
月
24
日

（金）
～
３
月
25
日

（日）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

◎
場
所　

石
正
美
術
館
新
館

　
　
　
　
（
浜
田
市
三
隅
町
）

◎
内
容　

　

木
彫
・
塑
像
・
根
付
・
石
な
ど

◎
観
覧
料　

一
般
６
０
０
円
▽

高
・
大
生
３
０
０
円
▽
小
・
中
学

生
２
０
０
円　

☆
関
連
行
事

◎
「
石
も
ひ
と
役
」創
作
活
動

（
２
月
４
日

（土）
午
後
１
時
～
２
時
）

◎
学
芸
員
に
よ
る
美
術
講
座
「
石

見
根
付
に
つ
い
て
（
入
門
編
）」

（
２
月
11
日

（土）
午
後
２
時
～
３
時
）

◎
講
演
会
「
彫
刻
に
つ
い
て
～
ふ

る
里
に
想
う
～
」（
２
月
25
日

（土）

午
後
２
時
～
３
時
30
分
）

◎
創
作
体
験
「
彫
刻
刀
の
魅
力
」

（
３
月
10
日

（土）
午
後
２
時
～
３
時
）
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活用しませんか？

空き家空き家

　江津市空き家バンクは、Ｕ・Ｉターンされる
方々を主な対象として運営しています。
　現在、バンクに登録される住宅等を随時募集し
ています。
　■問農林水産課定住対策係（内線 1445）
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　　２月の無料相談

人権相談（登記相談含む）

江津会場
20 日 ( 月 )9：00 ～ 12：00

市役所３階 第２会議室
行政相談

桜江会場
14 日 ( 火 )9：00 ～ 12：00

ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ和室

江津会場
20 日 ( 月 )9：00 ～ 12：00
市役所１階　市民相談室
消費生活相談

日時 21 日 ( 火 )9：00 ～ 12：00
場所 市役所１階　市民相談室

交通事故相談

日時 毎週水曜日（祝休日を除く）
場所 浜田合同庁舎１階

備考 要予約　℡ 0855(29)5563
島根県交通事故相談所浜田相談室

こころの健康相談

日時 ８日（水）14：00 ～ 16：00
場所 市役所２階　第６会議室

備考 要予約　℡ 0855(29)5550
浜田保健所

ふれあい福祉センター総合相談所

法律相談
（弁護士）

日時 ９日 ( 木 )13：00 ～ 15：00
場所 市社会福祉協議会

一般相談
（司法書士）
桜江会場

日時 21 日 ( 火 )9：45 ～ 12：00

場所 ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ研修室

一般相談
（司法書士）
江津会場

日時 24 日 ( 金 )9：00 ～ 12：00

場所 市社会福祉協議会

福祉相談
（担当職員）

日時 ( 月 ) ～ ( 金 ) 通年
※祝日は除く

場所 市社会福祉協議会
備考 予約・問合　℡ (52)6710

　
　　２月の断酒会

江津保健センター

開催日 2 日・9 日・23 日（いずれも木）
時間 19：00 ～ 21：00

桜江保健センター

開催日 16 日（木）
時間 19：00 ～ 21：00

■問 佐々井勉℡ 090(8715)8679

　  豊田康弘℡ 080(1904)8154　　

　　市税等の納付・納付相談

日曜日の納付・納付相談

日時 26 日（日）
9：00 ～ 12：00

場所 市役所１階保険年金課窓口

対象
①市税（市 ･ 県民税、固定資
産税、軽自動車税）
②国民健康保険料

納付期限

固定資産税 （４期） ２月 29 日（水）

　　交通事故の発生状況
（12 月末現在・江津警察署）

年別 件数 死者 傷者

江
津
市

23　年 56 2 70

22　年 59 1 68

前年比 -3 1 2

県
内

23　年 1,863 31 2,138

22　年 1,977 31 2,261

前年比 -114 0 -123

　　火災・救急・救助の件数
（12 月末現在・江津消防署管内）

種別 月の件数 年間合計

火災 2 18

救急 107 1,212

救助 2 20

　　人口・世帯数（12 月末現在）

種別 人数・世帯数 前月比

総人口 25,999 -32

男 12,013 -16

女 13,986 -16

世帯数 11,745 -10

市民生活課調べ

　　サンピコごうつの定休日
定休日

２日（木）・９日（木）・

16 日（木）・23 日（木）

　　江津市の物価の動き

（消費者友の会・物価調査係調べ）

品名 単位 平均

島根県産コシヒカリ 10 ㎏ 4,810 円
ＬＰガス 10 ㎥ 7,337 円

砂糖　上白袋入 １㎏ 250 円
鶏卵　Ｌサイズ 10 個 248 円

牛乳 １Ｌ 280 円
灯油（店頭価格） 18 Ｌ 1,650 円

ガソリン（レギュラー） １Ｌ 149 円
１月１日現在市内平均（税込）価格
※特売は含みません。

　　ありがとうございます
（１２月３１日受付分まで）

社会福祉事業へ寄付（香典返し寄付）
▽嘉久志・古川豊さん（故好子さん）
▽桜江・大石一子さん（故悟さん）▽
都野津・川下利憲さん（故武憲さん）
▽松川・靜間弘尚さん（故カズ子さ
ん）▽浅利・森口篤枝さん（故忠男さ
ん）▽嘉久志・照喜名勲さん（故八重
子さん）▽嘉久志・佐々木啓隆さん

（故親政さん）▽和木・濱永勝枝さん
（故哲也さん）▽都野津・森岡恵美子

さん（故幹夫さん）▽桜江・森岡彌助
さん（故晴子さん）▽都治・椎木秀寿
さん（故孝義さん）▽渡津・来海真理
子さん（故和さん）▽都治・坂村トシ
ヱさん（故良弘さん）▽都野津・佐々
木靖代さん（故キクエさん）▽桜江・
小笠原清さん（故シズさん）▽江津・
牛尾美代子さん（故正さん）▽嘉久
志・本多利巳さん（故スミヱさん）
一般の寄付

▽有福温泉町子ども会

※掲載をご了承頂いた人について掲

載しています。

※印刷上表記できない漢字は、常用漢

字などに置き換えています。

江津市社会福祉協議会（総合市民セ

ンター内）℡ 52-2474

くらしの広場（無料相談・断酒会・納付・各種統計・寄付など）
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　中央公園　℡（５２）１７９０

 5 日（日）
江津市スポーツ少年団交歓体育祭

フットサルＧＥリーグ

11 日（土）人麻呂カップバレーボール大会

12 日（日）
石見地区中学校１・２年生卓球大会

フットサルＧＥリーグ

18 日（土）～ 19 日（日）

江津杯ミニバスケットボール大会

19 日（日）小学生バドミントン大会

26 日（日）
フットサルＧＥリーグ

キンボール大会

　総合市民センター　℡（５２）２１５５
 2 日（木）明誠高等学校入学試験

 9 日（木）島根県学校司書研修兼学校図書館活用教育研修会

12 日（日）ＰＴＮＡピアノステップ

15 日（水）江津和光園大学 第６回講座

16 日（木）平成 23年度島根県公民館研究集会

19 日（日）ステップ・ジャンプ・コンサート

26 日（日）江津市ＰＴＡ連合会研修大会

★

２月のイベントスケジュール

海の生き物教室　「煮干しで魚を調べてみよう」
　煮干しを解剖して魚の体を観察しよう。

　◎日時：２月19日（日）　10：00～ 12：00

　◎対象：どなたでも　◎定員：30人

　◎参加費：無料

日曜講座　「カラー魚拓を作ってみよう」
　アートのような色つき魚拓に挑戦！

　◎日時：２月26日（日）　10：00～ 12：00

　◎対象：どなたでも　◎定員：30人

　◎参加費：無料

出雲科学館がやってくる　INアクアス
　出雲科学館から実験のプロがやってくるよ。サイエン
スショ－あり、実験あり、生き物たちの生態を科学的に
解明します。
◎期間：２月４日（土）、５日（日）
◎対象：どなたでも　
◎定員：各回定員あり
◎参加費：無料　（館内で実験するものは、入館料が必要
　な場合があります。）
※詳細は当館の HPをご覧ください。

※申込方法　電話（0855-28-3614）またはホームページ

（http://www.aquas.or.jp)から申し込んでください。

　

■問(財 ) しまね海洋館学習交流係　℡ 0855（28）3614
★２月のイ ベ ン ト 情 報★

昨年12月 16日、

シロイルカパフォ－マンス再開！

平成 23 年度島根県公民館研究集会
（西部会場）

　島根県公民館研究集会（西部会場）が、江津市で開催され
ます。県西部の公民館関係者が集い、ともに学べる機会と
なるよう企画していますので、皆さんの参加をお待ちして
います。（どなたでも参加できます。）
◎日時　２月 16 日（木）12：30 ～ 16：10
◎場所　総合市民センター　大ホール
◎テーマ
　「これからの公民館～まちづくりの中での公民館の役割～」
◎基調講演
　「豊かさと幸せをつなぐ公民館
　　　～課題解決のプロセスに 豊かさを見出す～」
　講師 : 香川大学教授　清國　祐二　氏
◎参加無料
■問社会教育課社会教育係（内線１５４２）
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編集部だより

ことし初めての取材は、１月
２日の成人式でした。振り
袖姿の新成人で、会場は華や
かな雰囲気に包まれていま
した▽そんな晴れやかな場
所で、エコバッグを持ちウロ
ウロする場違いな人間がい
ました。私です（笑）▽マイ
バッグのＰＲのため新成人
にモデルになってもらいた
いのですが、若い子たちに声
をかけるのに、ちょっと恥ず
かしくて踏ん切りがつきま
せん▽意を決してお願いし
たら、表紙の３人娘が「いい
ですよ」▽ありがとうござい
ました。おかげで素敵な笑
顔が撮れました。（壱岐）

江津市国際交流員

夏
シ ャ

　瑞
ル イ

紅
ホ ン

日本イロハ感想記小
シ ャ オ

夏
シャ

の

～
犬
も
歩
け
ば
棒
に
当
た
る
～

　
先
日
、
友
達
と
の
集
ま
り
で
初
め
て
「
い

ろ
は
か
る
た
」を
見
ま
し
た
。ど
ん
な
諺
（
こ

と
わ
ざ
）
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
わ
く
わ
く
し

な
が
ら
箱
を
開
け
て
み
る
や
、「
犬
も
歩
け

ば
棒
に
当
た
る
」
の
一
句
が
目
に
飛
び
込
ん

で
き
ま
し
た
。

　
初
め
て
耳
に
す
る
諺
だ
っ
た
の
で
、
自
分

な
り
に
「
犬
は
視
力
が
弱
い
の
で
、
歩
く
時

に
棒
に
ぶ
つ
か
り
や
す
い
」
の
意
味
か
、
も

し
く
は
「
犬
は
人
間
か
ら
嫌
わ
れ
て
い
て
、

町
を
歩
い
て
い
る
と
棒
で
叩
か
れ
て
し
ま

う
」
の
意
味
の
ど
ち
ら
か
だ
と
推
測
し
ま

し
た
。本
当
の
意
味
は
私
が
推
測
し
た
後
者

で
、
犬
が
歩
い
て
い
る
と
棒
で
叩
か
れ
る
か

も
し
れ
な
い
こ
と
か
ら
「
物
事
を
行
う
者
は

時
に
災
い
に
あ
う
」で
し
た
。ま
た
、
現
在
で

は
「
や
っ
て
み
る
と
思
わ
ぬ
幸
運
が
あ
る
」

意
味
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
諺
っ
て
本
当
に
難
し
い
で
す
ね
。同
じ

「
犬
」で
も
、
文
化
に
よ
っ
て
イ
メ
ー
ジ
が
違

い
ま
す
。言
葉
は
文
化
の
産
物
な
の
で
、
そ

の
違
い
は
言
葉
に
も
反
映
さ
れ
ま
す
。例

え
ば
、
日
本
語
の
中
に「
犬
猿
の
仲
」と
い
う

諺
が
あ
り
ま
す
。「
相
容
れ
な
い
仲
の
た
と

え
」
だ
と
習
い
ま
し
た
が
、
人
間
の
近
く
で

生
活
す
る
犬
と
山
の
中
で
暮
ら
す
猿
が
な

ぜ
仲
が
悪
い
か
、
中
国
文
化
の
知
識
で
理
解

す
る
の
は
少
し
難
し
い
で
す
。し
い
て
言
え

ば
、『
西
遊
記
』の
中
に
、
仙
人
界
で
大
暴
れ

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

□問  市民生活課医療年金係

（内線1116・1117）

年金だより
□問  保険年金課医療年金係

（内線1116・1117）

昭和27年 2月 2日

～昭和 27年 3月 1日

生まれの人は保険料をか
け終わりました。
昭和22年 2月 2日

～昭和 22年 3月 1日

生まれの人で国民年金第
1 号被保険者期間だけの
人は誕生日がきたら老齢
基礎年金を請求してくだ
さい。
　すでに厚生年金、共済年金
等を受けている人は日本年金
機構からお知らせが送付され
ますので、そちらで請求して
ください。

　

国
民
年
金
は
、老
後
の
生
活
保

障
で
あ
る
老
齢
基
礎
年
金
だ
け
で

な
く
、障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、私

た
ち
の
暮
ら
し
を
守
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
大
切
な
国
民
年
金

で
す
が
、保
険
料
を
納
付
期
限
ま

で
に
納
め
て
い
な
い
と
、将
来
受

け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額

が
少
な
く
な
る
場
合
や
、年
金
そ

の
も
の
を
受
け
取
れ
な
い
な
ど
、

思
わ
ぬ
事
態
を
招
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

毎
月
の
保
険
料
は
、日
本
年
金

機
構
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
「
納
付

書
」に
よ
っ
て
、翌
月
の
末
日
ま
で

に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
（
た
だ
し
、納
付
期
限

か
ら
２
年
以
内
で
あ
れ
ば
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
）。
納
付
場
所

は
、各
金
融
機
関
、郵
便
局
、ま
た

は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

す
。
便
利
な
口
座
振
替
も
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、「
学
生
の
た
め
納
め
ら

れ
な
い
」「
離
職
に
よ
り
収
入
が

少
な
い
」等
の
理
由
で
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人
に
は
、

保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
と
い

っ
た
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
も
あ

り
ま
す
の
で
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
浜
田
年
金
事
務
所

℡
０
８
５
５
（
２
２
）０
６
７
０

す
る
孫
悟
空
が「
吠

シ
ャ
オ

天
テ
ィ
エ
ン

犬
チ
ュ
エ
ン」と
い
う
神
犬

と
戦
い
、
吠
天
犬
に
噛
ま
れ
た
話
が
あ
り
ま

す
が
、
中
国
で
仲
の
悪
い
こ
と
を
例
え
る
時

に
使
わ
れ
る
の
は「
犬
猿
の
仲
」で
は
な
く
、

「
水

シ
ュ
イ

火フ
オ

不ブ

容ロ
ン

」（
水
と
火
の
よ
う
に
相
容
れ

な
い
）と
い
う
表
現
で
す
。

　
一
方
、
日
本
と
中
国
は
長
い
交
流
の
歴
史

を
持
つ
国
で
あ
り
、
文
化
の
中
に
似
て
い
る

所
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。「
犬
」
に
つ
い

て
も
、
そ
の
忠
心
と
奉
仕
精
神
が
高
く
評
価

さ
れ
る
点
は
日
中
共
通
で
す
。「
犬
馬
の
労
」

（
中
国
語「
犬

チ
ュ
エ
ン

馬マ

之ジ

労ラ
オ

」）の
よ
う
な
日
中
共

通
の
諺
も
あ
り
ま
す
し
、
中
国
で
は
「
子ズ

不ブ

嫌シ
エ
ン

母ム

醜チ
ョ
ウ、
狗ゴ

ウ

不ブ

嫌
シ
エ
ン

家ジ
ァ

貧ピ
ン

」（
息
子
は
母
の

醜
さ
を
嫌
わ
な
い
、
犬
は
主
人
の
貧
し
さ
を

嫌
わ
な
い
）の
よ
う
な
諺
も
あ
り
ま
す
。

　
文
化
を
学
ぶ
に
は
色
々
な
方
法
が
あ
り

ま
す
が
、
諺
を
通
し
て
学
ぶ
の
も
良
さ
そ
う

で
す
ね
。

平成 23 年度江津市人権啓発作品展

入選作品　■問人権啓発センター℡（５２）１０１８

人権啓発作品展入賞者のみなさん（敬称略）　　　　　　

（イラストの部） 
波　田　渉　太（渡津小１年）　　梅　川　ちひろ（渡津小２年）　　小　松　竜　也（江津東小１年）
濵　田　真　美（江津東小３年）　山　本　麻　央（江津東小５年）　山　本　尚　弥（江津東小６年）
平　川　奈　巳（津宮小５年）　　吉　村　航　真（津宮小５年）　　大佐古　沙　南（津宮小５年）　
横　山　菜々美（津宮小５年）　　下　谷　菜　緒（江津中２年）　　松　坂　桃　子（江津中２年）
岩　根　麻　里（江東中３年）　　山　藤　祐　佳（青陵中２年）　　小　川　莉緒菜（青陵中２年）
大　畑　南　美（青陵中２年）　　湯　淺　つかさ（桜江中２年）
（作文の部）
野　村　規　幸（跡市小５年）　　山　﨑　愛　実（江東中１年）　　土　屋　佑　奈（青陵中２年）
湯　淺　真　緒（桜江中２年）　　竹　内　美　紀（桜江中３年）　　高　﨑　茉友子（桜江中３年）　
（メッセージの部）
横　田　安　奈（郷田小３年）　　高　畑　瑠　偉（江津東小４年）　田　中　　　萌（江津東小４年）
山　口　惇　裕（江津東小４年）　炭　村　唯　那（跡市小２年）　　羽手原　裕　輝（跡市小４年）　
西　川　竜　也（高角小６年）　　松　浦　萌　笑（高角小６年）　　大　屋　颯　太（桜江小２年）
佐々木　樹　水（桜江小２年）　　舩　津　綾　菜（江津中２年）　　三　浦　彩　星（江津中３年）
三　町　香緒里（江東中２年）　　金　子　奈　摘（青陵中２年）　　多々納　守　樹（桜江中２年）
堀　　　優　斗（桜江中２年）　　佐々木　彩　華（桜江中３年）

　市内小・中学校の児童生徒１, ３０９人の皆さんから３つの部門に１, ５７８点の

応募があり、各校での校内審査を経た２１０点が市へ応募され、優秀賞４０点が選ば

れました。

　イラストの部では、児童が身近な生活場面で友だちとの関係を取り上げ語りかけ

るなど、自分たちの問題として受け止めていました。作文の部では家族・生命・差

別などについて、自分の体験や人権と結びつけて深く考えていました。メッセージ

の部では人との関係を大切にした作品が多く、現代社会の課題を浮き彫りにさせる

と共に改めて人権意識やコミュニケーションの大切さが感じられました。

　平成２３年は３．１１東日本大震災の大地震と大津波、さらに原発の事故により

「絆」を結い直すことの必要性を多くの人たちが痛感しました。子どもたちだけでな

く誰もが身近な人権問題に真摯に向き合い、その解決のために努力することが求め

られます。

　平成 2 ３年度の人権啓発作品の優秀賞と入賞者は上のとおりです。応募作品につ

きましては、人権啓発カレンダーや広報等での人権啓発活動に活用させていただき

ます。

　ご協力いただきました各学校及び児童生徒の皆さんに心よりお礼申し上げます。
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この広報紙は地球に優しい、石油をあまり使用しない

植物油インクを使用しています
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